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おわ りに

はじめに

各地の郷土芸能の調査にくらべて, 江戸の祭礼

の資料および研究はきわめて少ない。

天下祭といわれた山王祭 ・神田祭は, 江戸庶民

にとって唯一の楽 しみであり, その祭礼にともな

う附祭は, 当時の庶民芸能の発表の場であった。

この附祭の芸能か ら, 江戸時代の歌舞伎と別世界

にいた庶民のかくれた舞踊状況を知ることができる。

附祭の芸能に関する資料, 番附, 唄本などによ

り,  幕末か ら明治にかけての一般子女の舞踊形態,

踊指南の存在や流派の状況を調べてみた。これに

より舞踊教授の形態か ら, 日本舞踊各流派の今日

への流れをとらえることができると思う。主とし

て,  資料の多 く得 られた山王祭附祭を中心に調査

結果を報告する。

なお, 山車と書いて 「だ し」と読む。 しか し番

附には 「出し」で記 してある。ここでは,  誤解を

さけるため, すべて 「ダシ」に統一一した。

1. 時代区分と資料

現在のところ, 享和二年(1802)の 山王祭, 元

飯田町附祭にはじまり, 文久二年(1862)ま での

資料を募集 した。享和二年以降, 文化文政期間は

まだ見あたらず, この間, 附祭の詳細な状況は把

握できない。天保三年(1832)か ら文久二年の30

年間を中心として検討する。

資料の内容は, 神田祭も含あて, 「番附」6冊,

「山王祭附祭練子芸人名前帳」2冊,「 唄本」76

曲である。 この内には, 年代不明の唄本が3曲 ず
つ組合せで二種類あり, 内容(振 付 ・後見 ・芸人

の氏名など)か ら安政年間または文久2年 ではな

かろうかと思われるが未確認である。 これが判明

す ると, 天保13年 以降, 幕末20年 間の山王祭附祭

の芸能形態がもつと確実に掴めると思う。

山王祭の本祭は子, 寅, 辰, 午, 申, 戌の年に

あたり, 神田祭と交互に隔年で行われる。資料か

らみると, 附祭の内容は両者まった く同 じである。

〈資料A「 資料一覧表」〉

2. 祭礼の概況

山王祭の巡行(今 日では神幸祭とよぶ)に は,

神旗, 神馬, 神輿などの神幸行事があり, 各町か

らダシが くり出されるのが特徴である。第 一番に

大伝馬町の鶏太鼓のダシ, 第二番に南伝馬町の猿

のダシが出る。 この形式は神田祭 も同じである。

そのあとは, 思い思いの題材で, 翁などの祝儀物,

伝説の主人公浦島, 乙姫など, 各町内か ら45乃至

50の ダシがでる。なかでも, 武蔵野 と称する月に

すすきのダシが圧倒的に多いのが, いかにも江戸

の祭 らしい。

ダシの後に 「附祭」ととくに書出しがある場合

があって, その演目と内容が記されている。これ

が附祭と称す る祭礼の芸能で, 唄 ・三味線 ・離子

方を繰 りだ し, 扮装をした踊子たちが, 歩きなが

らまたは台の上で芸能をみせたようである。すべ

てのダシに附けられるのではな く, ダシだけの町

の方が多い。附祭がある町では, 芸能をする者の

ほかに, 鉄棒引, 警固の人々, 担ぎ屋台, 底抜け

屋台などを荷 う人々, その上にこれ らの人の弁当

を入れたと思われる荷い茶屋まで行列に加わるな

ど, 大変な人数を動員していることがうかがえる。

手許に集めることのできた資料をもとに, 附祭

と称された芸能の様相を探 ってみる。

3. 祭礼 と天保の改革

資料を概観す ると, 天保13年(1842)を 境に附

祭の形態が大きく変 り, その後はある一定の形式

を保 って行われていることがわかる。

内容の詳細は後述するが, 天保5年(1834)の

番附では45番のダシの中, 18番 も附祭があるが,

天保13年 以降の附祭は3番 に減少 している。その

上に, 氏子の町内の数を比較 しても縮少されたこ
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とがよくわかる。すなわち, 天保5年 の1回 分の

附祭の町の数が, 天保13年 ほか6回 分を合計 した

町の数に匹敵する。 しか も天保13年 から文久2年

の20年 間に附祭を再度受持 っている町は全くなく,

当番がまわって くるのは20年 に1度 の割 というこ

とになる。 これらはあきらかに天保13年 の水野忠

邦による天保の改革の影響によるものと考えられ

る。天保7, 9, 11年 の3回 の資料が見付か らず

正確は期 しがたいが, 天保13年 以降ほとんど同 じ

形式に定着 していることか らみても, 天保の改革

の取締 りのいかに厳 しかったが察せ られる。

すでに, 江戸中期寛政以前に山王祭, 神田祭な

ど江戸の祭が次第に華美とな り豪奢に財を消費 し

ていたことは, 徳川幕府が町々に取締の令を発 し

ていることであきらかである。寛政3年(1791)

4月 の町法之内に 「山王神田其外共祭礼之儀, 是
(1)

迄差定候番組 ノ外ねり物万度等一切令停止 附祭

リハ惣祭町ニテ大神楽一組外二弐組都合数三 ッと

定ル間其旨相心得………(後 略)」 と附祭の数を

規定 し, 衣服類 も華美にならぬよう, 費用の配分

届出など多 くならぬよう細 く指示を出している。

しか しなが ら, その後も一向に江戸の祭礼の加熱

化はおさまる様子はなかったようである。練物,

引物, 地走 り踊がきめられた3番 のほかに数多 く

出されたらしい。20年 すぎた文化8年(1811)に

はふたたび奉行所か ら町々の肝煎に, 前の町法改

正の趣意を徹底させ る布令が出ている。これをみ
(2)

ても江戸の人々の祭礼 に対する異常なほどの情熱

は想像以上のものであったのだ。まさにリオのカ
ーニバルと同 じく, 1年 間働いた金のすべてを祭

礼のために費 してしまったのではなかろうか。 そ

の裏付けとして, 更ぐ享和2年 山王祭礼の元飯田町附

祭 り書上並図"の 後尾に 「私云書上者六百人与有
(3)

之候へ共内々千余人出申候 此雑費金三千両程 ト

里正江塚氏の物語也 杏園…文化丁卯11月拘杷園

とあるのをみても, 法外な出費であったことは想

像にかたくない。

附祭のために動員された人数からも, 庶民の熱

の入れ方の程が しれる。享和2年 の元飯田町の一

町で幕府へ書出した数はしめて272人 だが, 実際

にははるかに多かったと伝えている。こころみに,

天保改革後の嘉永3年(1850)の 人数を大ざっぱ

に計算 してみた。1ブ ロックの町だけで, 芸人の

数が約250人 から350人, これには踊台, 引台,

底抜け日覆, 荷い茶屋などをかつぐ人足などは入

っていない。踊台持人足20人(万 延元年の記録よ

り)と しても, 荷い茶屋は十荷か ら十五荷もあり,

作 り物の大道具を扱う人まで計算す ると, およそ

200人 近 くは必要となろう。これか らみても1ブ

ロックで500人 前後の人が動員されている。

天保の改革以後でも, 附祭の数は規制されたが,

内容の規模は縮少されるどころか, ますます派手

になっている。 しかも, この総費用は町々が負担

す るのである。 したがって, 附祭の練子, 芸人や

氏子たちには相応の財力がなければ参加できなか

ったのは当然のことと考えられる。

注(1)『 日本庶民生活史料集成 』第22巻 「茉莉花」
179頁

(2)同 上188頁

(3)同 上181頁

4. 山王祭附祭の形式

(1)天 保の改革前(天 保5年 の附祭)

天保の改革以前の資料は少ないが, 天保5年 の

附祭番附をもとに考察 してみる。

総数45番 のダシの内, 附祭のあるのは18ブ ロッ

クの町に及んでいる。その内, 踊台が10, 練物8

で, それぞれが趣向をこらした演目である。この

年には地走(後 述)は 見当らない。<資 料B>

踊台は, 屋根のある, いわゆる屋台で, 移動に

は担 ぎ人足がかついだようである。番附の絵をみ

ると, はや し方, 浄るり, 唄, 三味線 とも, 地面

の上に立姿で, 踊子だけが屋台上で演技を してい

る様子が画かれている。

演 目は 「三番嬰と千歳」 「五郎と舞鶴」 「義経

と卿の君」 「頼政と菖蒲前」 「高砂丹前」など,

二人立の男女の組合せか, 「偲偏師」 「矢の根」

など一人立の作品である。浄るり ・唄の詞章から

歌舞伎所作事と同様の舞踊と思われるが, なかに

面白いものも2, 3あ る。 「舌出し三番嬰」で踊

子が人形つかいとなり人形を遣い, その後見に吉

田冠三ほか本職の名があって, 絵には黒衣を着た

人物がみえる。また, 「偲偏師」は清元の地方を

っかって踊りなが ら, 手品のように蝶 ・だるま ・

など品物を出 してみせるということもあったよ

うだ。

踊台の芸能の特徴の一は, 引抜きをして, 別の

演 目を踊っていることである。すべての踊台に引

抜きがあるわけではない。 しかし, 引抜きのなか

で奇異に思えたのは, 「頼政→茶摘女。菖蒲前→

茶摘男。」 「業平→小原女 小町→仕丁」と立役

か ら女方に, 女方は立役に入れ替って引抜いてい

ることだ。演者は女子供で, 13歳から15, 6歳 が圧

倒的に多 く, 18歳 となるとごく少ない。2年 に1

度 しか巡ってこない山王祭, その上附祭の踊台を

出せるのは氏子町内の中のご く一部に限られ, 多

分まわり持ちなので, 滅多にチャンスに恵れるわ

けはない。思 うに千載一遇の一生に一度の晴れ舞

台に, 日頃の成果のすべて(立 役も女方 も)を 発

表 したいというところか ら, 変則の引抜きとなっ

たのではなかろうか。踊台の踊子は附祭のスター

であり, 稽古娘たちの憧れの的であったのであろう。

この年の番附には, 芸人(踊, 地方 とも)の 名
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は詳述されているが, 振付の名はまったくない。

しか し, 踊台の演目には全部後見が ついている。

名不詳もあるが, 名前, 年齢とも明記 しているも

のもある。なかに, やす53歳, また三津世19歳,

扇芝23歳, 寄仙など芸名らしく思われる名前もあ

った。姓がないので確証はないが, 年齢や踊子 と

の関連か らも, 踊師匠ではなかろうかと思われる。

練物は, 一口にいうと仮装行列のようなもので

ある。 しか し単に扮装を して練って歩 くというだ

けではなく, 歩きなが ら芸能 もみせたらしい。練
まなび

物にも, それぞれ主題があり, 「玉取め学」 「和

藤内凱陣の学」 「士農工商の学」などと題 して行

う大がかりなもので, 数十人が参加 している。 こ

れらの参加者は練子と称するが名前の明記はな く,

女子供, または男何人と数で記されている。練物

には音楽専門の地方はない 練子の内か ら唄, 三

味線を担当する形式で伴奏を受持ち, 手踊, 道化

の所作を演 じている。この時代, 唄本, 浄るり本

はなく内容は不詳だが, 姿形は相当立派なこしら

えで, 小道具を持 ったり, 大道具は作 り物をかぶ

って歩 くという凝 った行列である。練子の中の主

役は, やはり女子供であって, 男は作り物の小道

具を持っ後, 縫いぐるみを着て鬼などになる端役,

竹藪の作り物を頭か らかぶって大道具の見立にな

る者などを担当 している様が うかがえる。

練物の特徴は, 練 り歩 くことが主体であるが,

芸能も演 じている。そこで, 踊台との違いを要約

すると, (a)特定の専門家の地方が参加 していない。

(b)台本がない。(c)仮装 して歩行するだけの人も加

っている。(d)地方以外に男 も参加 して道化の所作

をみせること, があげられる。

以上のように, 天保5年 の附祭は, 数の上か ら

も, 内容 ・規模 もさまざまで, 自由に行われてい

た様子が, 番附か ら源像される。

(2)天 保の改革以降の附祭

天保13年 以降となると, 附祭の形式はだいぶ変

ってくる。祭全体のダシの数は40か ら50でほとん

ど変 らないが, 附祭の数は激減する。附祭の受持

区域の町グループは3つ ときまって しまい, ダシ

の間に3ケ 所分散 して配置されている。

(例)天 保13年, 7番, 27番, 39番。

嘉永3年, 12番, 25番, 35番。

万延元年, 20番, 30番, 41番。

右の例のように, 年によって附祭を受持つ町は

変 るが, いずれも間隔を置いてダシの間に配列さ

れている。請負う町は, ほとんど近辺の数町が集

まった共同製作であるが, ときには一町でまかな

われる場合もある。

こうした附祭の形式は, 幕末20年 間, 一定 して

おり, 各グループ毎の内容もほぼ共通 した構成を

保 っていることに注目したい。<資 料C・D>

その構成は, 1グ ループ毎に, 練物, 地走, 踊

台と3種 類が ワンセッ トになっている。資料(唄

本)の 中で, 種類が不明のものもあるが, 3演 目

が関連を持っ趣向で組合わされているので, ほか

の年の例か ら同 じ形式と類推できる。練物 ・地走
・踊台の組合せは, 1つ の主題で関連性を持つ見

立の内で各々の舞踊が行われている。

例 月雪花。天地人。三都。 真草行など。隅

田川風景の内。花尽 し(菊 ・牡丹 ・あやめ)。

12ケ月の内正五九の見立

この組合せの方法は歌舞伎所作事の変化物の作

り方と共通点があ り, 芸の内容も歌舞伎に準 じた

ものであることは想像にかたくない。外題は請負

の町名を織 りこんで特別に作 られているものもあ

り, また, ○○の見立, ○ ○の学びとだけのとき

もある。 しか し, 演者の役名や, 唄本 ・浄るり本

の内容か ら推察すると, 歌舞伎所作事の 「吉原雀」

「吉野山」 「お祭 り」 「汐汲 」などの有名演目の

焼直 しであったことがうかがわれる。題名にも,
まな

役名にも, “○○の学び ”とあることか ら, 既成

の歌舞伎題材をまねた形という心であったろう。

(学 びはまねびの意)。 当時においては, 大歌舞

伎 と同 じようなことができる。見ることができる

ということが興味の中心であったのだろ う。

このように, 練物 ・地走 ・踊台の3種 類をひと

まとめに関連ずける形式は, 天保13年 にはみ られ

ないが, 嘉永以降は定着 しており, その年毎にい

ろいろの趣向でアレンジする工夫がみられる。1

グループの附祭は, (1)練物(2)地走(3)踊台とおよそ

きまっているが, ときには(1)(2)が入れ替ることは
しんかり

あっても, (3)の踊台が殿であることにはかわりが

ない。

次に, 各種類別にその特色をみてみる。前述 し

たように, 天保5年 には, 地走 という形はなかっ

た。 また練物の内容 も多少変化 している。

(1)練物。基本的な形は天保5年 の附祭 と同 じく

歩きながら踊る行列として変 りはない。天保5年

との相違は, 音楽の地方の連名があって芸人が参

加 していることと, 浄るり本, 唄本ができている

ことである。嘉永に入ると, さらに引台が加わり,

途中か ら引台に上 ってその上で所作をす るという

こともみ られ る。地方は, “底抜け屋台 ”または
“かつぎ日覆 ”といわれる人足のかつぐ枠だけの

屋台に入って, 歩きながら演奏する。練子といわ

れる踊 り手たちはやはり女子供が中心である。男

は女方の扮装を して道外の所作を演 じたり, 縫い

ぐるみで主役を引立てるカラミのような役にまわ

るのは以前と変りはない。主要な役 には大きな日

傘(差 掛傘のようなもの)を 差掛け, 練り歩く組,

手踊 り所作をするグループとあって参加人数は多い。

時代が下るにつれて, ますます手が込んで, 練

物にも引抜きが行われている。練歩きながら引抜

-3-



くとはどういう風に行われたか興味があるが, 詳

しくはわからない。引抜きとなれば, 当然後見が

必要になる。嘉永3年 の 「附祭練子芸人名前帳」

にも, 番附にも, 後見をしている者の住所氏名年

齢まであきらかに記されている。これによると,

引抜きがなくとも後見は使われている。全部では

ないが, 振付, 作者も明記されている資料 もあっ

た。

(2)地走。 語意の通 り, 地面を歩きながら芸をみ

せることである。地走の語は, 吉原俄の番附にも

「はやし連中 ・地走 り」とあって, 「引台」と区

別 して書かれている。吉原俄で使われた地走りは

附祭の芸能の地走と同義語であると思われる。い

ずれも, 屋台や引台の上でみせる芸能と区別して,

歩きなが ら, または町の辻などで止 り, 地上で演

ずる芸能と解すことはできよう。

歩きなが ら芸をみせる形態である地走は, 練物

とほとんど差異はない。 しいて練物と地走の比較

といえば, 練物は仮装行列を して練り歩 くことに

主眼を置き, 踊や道化の所作はそえものであると

思われるのに対 し, 地走は手踊をみせることが中

心であるようにみえる。それは, 練物では練男,

練女子供と記 し, 地走では地走踊女とあること,

また練物に作 り物や縫いぐるみの出て くるものが

多 く, 男が道化を演 じているのに対し, 地走は女

子供がほとんどを占め, 揃いの姿で手踊を踊るこ

とが記されていることからである。 しか しなが ら,

天保13年 の番附では, 以上の傾向が読みとれるが,

時代が下 って嘉永3年 以降では両者の特色はほと

んどなくなり違いがみとめられない。地走も練物

と同様に多人数の編成 となり, 男 も参加 し, 練歩

く行列や途中で引台にも上って所作をみせるとい

う形式の大がか りなものになってくる。 しかも,

天保5年 の附祭では踊台にしかなかった引抜きが,

地走でも, 練物 と同様に行われている。これは衣

裳を下に着込んでいて, 道を歩きながら引抜いた

のであろうか。屋台はなく, 底抜け日覆や岩組な

どの作 り物があるところか ら, そのかげで も引抜

き早替 りしたものかと推察するほかはない。

(3)踊台。 一 踊屋台とは書かれていない 一

踊台の特徴は屋根つき屋台が1荷 だけ出て, その

台上で踊ることである。嘉永5年 の錦絵や万延元

年の番附および 「附祭練子芸人名前帳」の記載に

よると, 破風造 りの三方に造花(青 簾のこともあ

り)な どをつけ, 舞台の周囲三方に高欄がついた

立派な舞台である。背面は囲ってあり, 襖絵また

は演目に因んだ簡単な大道具になっている。 「名

前帳」には 「踊台持人足弐拾人」とあるところか

ら, かっいで道中したことがわかる。人が荷 った

ままでは, おそらく舞台が不安定であろう。そこ

で移動 しては辻々に下ろし, とめて演技 したと思

う。天保11年改正の 「神田祭巡行図」が残 されてお

り, それには町のところどころに■印がつけられ

ている。 この場所で移動 してとまり芸能を演 じた

のではないかと考えられる。

踊台は, 2人 がやっと踊れる程度の大きさらし

く, 練物. 地走が多人数なのに比して, ほとんどが

2人 立, または1人 立の踊である。踊台の傍に,

唄 ・三味線は立姿で, 離子方などが底抜け屋台で

囲った中に入っている絵から, 地方の演奏形式は

以前 と同 じである。踊の内容は, 練物 ・地走 より

充実 した演目で, 長唄と浄るりを同時に用い(掛

合いか?), 段物の体裁をととのえている。役柄

も固定 して 「頼兼 ・高尾」 「定家 ・上鵬」など,

男女の組合せが大部分で, 多 くても3人 どまりで

ある。そして必ずといってよい程, 時代の役柄か

ら, 世話の役柄に引抜き, 変化 していることが特

徴といえる。 「右 ・長唄 ・浄るりにて所作 仕候」

と記 されいるよ うに, 単に手踊でなく所作仕候

と劇的な内容のある踊 一所作事であったことが う

かがえる。

5. 練子 ・芸人の様相

さて, 練物の練子, 地走の踊子, 踊台の踊子お

よび地方の芸人を勤めたのは, どういう人たちで

あったろう。

その詳細は, 嘉永3年 ・万延元年の 「山王祭附

祭練子芸人名前帳」2冊 の資料によって, ほぼあ

きらかにすることができる。

音楽担当の長唄 ・浄 るり・嚥子には, 当時の高

名な専門家 も参加 し, また芸名を持たない市井の

娘たちも加 っているが, ここでは, 練子 ・踊子に1

しぼ って調べてみる。

この 「名前帳」には, 参加者の住所 ・氏名が明

記 してあるほか, 何某店何某の妻 ・伜 ・娘 ・姪 と

いうように続柄 も記されている。むろん, 江戸の

庶民であるので, 苗字 はなく名前だけの記載だが,

なかに苗字のあるのは, 芸名 と認められる(藤 間 ・

坂東 ・中村など)。
一瞥 してみると, 実に広範囲の町の人々が参加

している。花柳界の芸者ではない, 一般の商家や

職人たちと思われる人たちの子女たちだ。 これま

で, 江戸の祭の芸人は主に芸者が演 じた(『 日本

庶民生活史料集成 』第22巻 「江戸の祭」解説)と

いわれていたが, 今回, 前出の資料により, ほと

んどが素人の娘たちであることが判明した。 しか

も踊子になる娘は, 12, 3歳 か ら17, 8歳 までで

15, 6歳 が圧倒的に多い。20歳 を過ぎるとすでに

年増で, 後見にまわっている。10代の娘たちでも,

芸名を持 っているものも多 く, 当時, 街に踊 りを

習 う素人娘が非常に多 くいたことが証明できた。

これら, 踊子の娘たちの親は, どんな人たちで

あったのだ ろう。職業の記載はないので, 暮 し向
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きの内情まではわか らないが, 多分, 相当に余裕

のある家と思われる。附祭の規模の大きさからみ

ても, 金がかか ったことは事実だ。それを町内で

負担するとなれば, 当然花形の主役を演ずる娘た

ちの親が, それ相応に分担 したことであろう。財

力のある家庭でなければできないことである。そ

の証拠に, 家主何某の娘, または家痔の娘 という

ように店借でない人たちの娘が, それなりに目立

つ役をもらっているということが認められる。

嘉永3年 山王祭の一部を書き抜 くと, 

「鎌倉繁栄の学 ・富士裾野狩場対面」地走

工藤 祐経 小石川金杉水屋町家持安五郎

娘きやう事 坂東 鏡18歳

曽我 十郎 同所同町同人

娘とよ事 坂東 豊八 17歳

近江小藤太 同所同町同人

姪 こう事 坂東 三幸 18歳

後 見 同所同町同人

妻みつ事 坂東三津江 42歳

後見を勤めている, 家持安五郎妻が坂東三津江

で踊師匠であったようで, 娘2人 と姪1人 がこの

演目の主要な役を占めている。家持であろうが,

安五郎は大変な出費であったに違いない。同 じく

続いて, 踊台 「頼朝霊夢之学 」には, 出雲町茂吉

店伊左衛門妻はる事, 中村古はる40歳 と娘 きん16

歳が後見を勤め, 頼朝に娘はま事, 中村浜次17歳

が主演 している。このほか, 姉妹で踊子, 後見を

しているものもある。

以上の例からでは, 飛躍す るかもしれないが, 

踊師匠の発言力は結構強かったのではないかと考

え られる。万延元年の資料にも, 母親の踊師匠が

後見で, 娘が踊台の主役を勤めるとか, 姉が踊師

匠で後見, 妹が踊子 といったケースも多 くある。

また, 嘉永3年 に踊子18歳 であったものが, 万延

元年に後見25歳(10年 経過 しているので実は28歳

か)と なって登場す る中村浜次, 同一人物であろ

うと思われる者 もあった。

万延元年にな ると, 家主ばか りでな く地借と書

かれた人も増えて くる。地借 とは土地を借 りて家

をたてた長屋の店借ではない人と思われる。幕末

頃の古地図では, 大名 ・武家 ・寺社の屋敷が江戸

の大半を占め, 町人たちは大部分が棟割長屋に人

口密度の高い暮 しをさせ られていた筈である。 し

か し, わずか10年 間の差だが, 次第に町人の中で

も自家を持てる力をつけてきたのであろう。それ

だけに取締があって も, 附祭の内容は衰えをみせ

なかったのである。

6. 流派の存在および踊指南の状況

番附, 名前帳に載 っている振付 ・後見 ・踊子の

内か ら, 芸名 と思われる名前を抜き出 し, 流派別

に統計をとってみた。 さらに, その名前を, 明治

8年 刊 『諸芸人名様 』踊指南之部の中に追跡 した

結果である。<資 料E>

『諸芸人名様 』は, 明治にな って芸人として税

金を納めた人の記録であるので, 踊指南として生

活を していた人であると認め られる。すなわち,

幕末の祭礼に活躍 した人が維新の動乱を経て, 明

治8年 まで踊師匠として生き残 ったという証拠 と

いえる。

附祭の資料では, 天保5年 か ら13年までは, 苗

字がな く芸名としては確認できなかった。 しか し

『日本庶民文化史料集成 』記載の 「見立番附」の

中に芸名があ り流派の存在が認められた。中には,

名前か ら同一人かと思われる者 もある。

「見立番附」では, 天保年間か ら, 妓女 ・狂言

師と呼ばれて, 踊師匠一舞踊専門家としての存在

がクローズアップされている。

名取の人数上からのベス ト5は, 幕末 も明治 も

変 らず, 多少順位が入れかわるだけである。ここ
に掲げた14の 流派はほとんど現在 も存在 している

が, 勝見, 巴, 藤元の3流 派は継承されていない。

勝見流は, 現在同名があるが, 坂東流の別派 と

して紋所に由来 して新 しく作 られたものである。

山王祭の中では嘉永7年(安 政元年)の 本両替町

北鞘町の附祭の内, 地走 「紅葉狩の学」の振付 ・

後見のみに名前があるだけで, ほかには登場せず

消えている。

巴流は, 万延元年の山王祭, 翌文久元年の神田

祭の2年 間に, 舞台 ・練物を受持 って, 振付 ・後

見 ・主演を一族が勤めているが, そのほかは見当

らない。 この時の踊子こま次(駒 次)だ けが明治

の踊指南に残 っていたが, 現在はない。

藤元流は, 文久2年 の山王祭だけに登場。 その

前年文久元年の見立番附 「東部自慢花競 』に 「踊

屋天狗, むやみにはやるぜ, 藤本栄吉」とあるの

と同一人であろうと思われる藤元栄喜智が振付を

担当している。ほか, 後見に3人, 踊子に2人 の

名があるが, 明治にはすでに消えてしまっている。

明治8年 まで, 生き残った30名 について一人一・

人の動向を調査報告 したいが, 紙幅がないので,
一部を例としてあげることとする。

トップの藤間では, 歌舞伎振付師として活躍 し

た二世藤間勘十郎が, 天保年間の附祭振付 に参加。

嘉永年間になると亀三勘十郎とよばれた三世勘十

郎が活躍 している。 この勘十郎は, 歴代の三世に

は数えられず, のちに三世となったのは藤間よし

である。藤間よしは嘉永元年, 狂言師の番附にの

り, 同年山王祭には, 後見大よしの名で唄本にみ

える。

踊子など芸名の数の上では, 中村, 坂東が多い。

坂東流からは, 附祭に名前を連ね, 明治になると

「諸芸頭取世話方」となった坂東三津江 ・三津代
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の2名 がいる。

次いで, 松賀流 も長期にわたって附祭で活躍を

している。現五世家元宅にも4枚 続きの錦絵をは

じめ, 初代の手といわれる “名披露目の迎文 ”な

どの資料が伝え られている。これ らの資料 と附祭

における活躍状況を照合することにより, 幕末の

踊師匠の動向がより明確 に把握できる。

ここでは, 附祭を中心に した松賀流の動向をみ

てみる。嘉永3年, 山王祭には後見 に松賀於藤 ・

藤栄 ・幸藤 ・藤吉喜の名がみえるのを皮切 りに,

嘉永5年, 嘉永7年(安 政元年)万 延元年の山王

祭, 文久元年の神田祭と続けて, 振付 ・後見 ・踊

子に多くの名取たちが活躍 している。このほか,

年代不明の山王祭(安 政年間か文久2年 と推定)

の分まで含めると, 幕末十数年間の祭礼にはほと

んどが松賀流が顔をみせているのだ。 明治の 「諸

芸人名録 』には藤勝ほか4名 だけが残 っているが,

現家元の資料か らは, 附祭に10代 の踊子であった

人たちが十数名も名取師匠として名を連ねていた

ことが判明 した。

この中の1人 松賀於藤(雄 藤)の 足跡を辿 って

みよう。於藤 と雄藤と音は同じなので呼び名とし

て同一人としてみる。

嘉永3年, 山王祭の後見に於藤の名がみえたの

が28歳, 嘉永7年 に雄藤で振付を担当, 文久2年
さんにんいちざ

の見立番附 『'三箇二対狐拳酒 』の中で, 「おとに

まさりのおうで美人」と所作の名手に松賀於藤の

名がのる。また, 嘉永5年 の山王祭に踊子として

2代 目松賀雄藤が登場 し, 万延元年山王祭, 翌文

久元年神田祭にも同名で踊子になっている。万延

元年の時に18歳 とあるところか ら嘉永5年 の2代

目初登場は10歳 の年少であったと推察される。
一方, 松賀流家元の過去帳をみると,

初世 松賀於藤 文政3年(1820)九 月生

明治19年(1886)11月27日 残66歳

2世 松賀慈童 天保14年(1843)3月 生

明治19年9月4日 殺44歳 初世娘
この2つ の資料か ら年齢を算出すると, 多少の

ずれはあるが, 附祭の資料の松賀於藤 ・雄藤は初

世 と2世 の親娘であることが判明 した。現松賀流

では2世 の名前を慈童 と伝えているが, 2代 目雄

藤の初登場が10歳 とす ると, 生般年が合致するの
で, 雄藤キ名垂 った時期もあったことがわかる。

の まり

2世 雄藤の初登場となった嘉永5年 山王祭の 「幟
こい亙あやぬにんぎよう

鯉五月偶〕の錦絵には, 踊子姿の雄藤と家元 もと

もに画かれている。 しか し同演目の唄本には, 振

付松賀雄国とあり, そのほかの後見 ・踊子の名を

っぶさに錦絵と照合すると, 登場人物は全部合致

するところから, 家元の名が振付の雄国ではなか

ろうかと考えられる。 『演劇大百科事典6』 の流

派系図によると, 初世家元の名は松賀雄勝とあり,

生段年月は合 うが名前が違う。附祭には, 雄勝 と

いう名前は見当らず, 雄がつくのは, 雄藤と雄国

の2つ だけである。雄勝 一雄藤の読み違いか, い

ずれにしても 『演劇大百科事典 』の系図は書きあ

らためなければならないと思 う。

おわ りに

江戸における祭礼の芸能 として, 主に山王祭附

祭を中心に調べた結果をまとめてみる。

(1)こ れまで祭礼の芸能(舞 踊)の 演者は芸者

などの職業婦人であるとされていたが, 一般

庶民の娘, とくに10代 の娘が花形であること

が判明 した。

(2)祭 礼の芸能に出演できるのは千載一遇の機

会であり, そのために舞踊の稽古にはげむ子

女たちが多 く, 踊指南(舞 踊教授)を 専門と

する師匠も相当の人数がいたと思われる。さ

らに, 舞踊の流派が幕末において, 14も存在

していることがあきらかとなった。

これ ら踊指 南の師匠たちは, 明治維新という近

代への大きな変革のなかで, たくましく生きぬい

てきた。今日の日本舞踊が, 古典を伝承 し, 各流

派が繁栄 してきたもの, こうした街の師匠たちの

力によるものといえよう。

その背後には, 江戸の祭の芸能が寄与 していた

と考えられ る。

資料A 資 料 一 覧 表
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資料B 天保5年(1834年)甲 午 山王祭 附祭 番附
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(濁 出し(山 車)は45番 まで 以 上
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資料C 天保13年(1842年)壬 寅 山王祭 附祭 番附
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(注) 出し(山 車)は45番 まで 以 上

資料D 万延元年(1860年)庚 申 山王祭 附祭 番附 ・唄本 ・名前帳
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資料E 流派別名取人数表

ベ ス ト5
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